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１．はじめに 

工学部機械システム工学科では２年生のプロジェクト実習第一において平成２５年

度からスターリングエンジン模型の製作を行っている。今年度は２年目ということで

模型の種類を１種類から４種類に増やしたのでその内容を紹介する。 

 

２．実習の概要 

プロジェクト実習は機械システム工学科２年生を対象にしており受講者は例年１０

０名程度おり、２クラスに分けて実施している。さらに 1クラスを 8班に編成し以下

のスケジュール（表１）に従い製作を進めていく。2～５週目は 1年生の実習項目では

不足している工作機械の取り扱いを主に実習を行っている。設計の項目では事前に用

意した模型（写真１）を分解・計測した後、３D-CADを使い模型エンジンの設計を行

っている（図１）。6～１４週目は模型エンジンの設計後に製作を行う。設計は事前に

用意した教材をモデルに各班 4パターン中から 1つを選択する。最後の週にプレゼン

テーションと模型の動作実験を行う。 

 

表 1プロジェクト実習第一スケジュール 

班名 A,B C,D E,F G,H 

1 ガイダンス（モノくり工房内 プロジェクトスペース） 

２ 旋盤加工 材料取り 

ボール盤 

機械要素 設計 

３ 設計 旋盤加工 材料取り 

ボール盤 

機械要素 

４ 機械要素 設計 旋盤加工 材料取り 

ボール盤 

５ 材料取り 

ボール盤 

機械要素 設計 旋盤加工 

６～１４ スターリングエンジンの設計製作 

１５ プレゼンテーション：製作発表 動作確認 
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３．実習結果 

学生にとっては初めての設計のため図面の

不備等も目立ったが、その都度班員での打合

せを行わせ、最終的な図面を完成させていっ

た。製作に関しては、旋盤作業でのピストン

とシリンダの摺合せの具合が最も難易度が高

く、失敗を繰り返す学生も多く見られた。し

かし最終的には全ての班で空気が漏れない程

度の交差（約 20~40μｍの隙間）を実現でき

た。製作後は 16班全ての作品が動作確認でき

た。エンジンの回転数は最高で約 3000rpmだ

った。 

 

４．まとめ 

昨年にくらべ模型のパターンを増やして

の実習であった為、新型模型の設計や製作指

導の面で不安があったが、全ての作品の動作

確認ができた為、概ね満足のいく結果が得ら

れた。また、普段の業務ではあまり使うこと

のない 3D-CADの練習にもなったので自分

自身のスキルアップにつなげることができ

た。今後は模型の摺動部の材質の選定や動作

確認時の評価方法等も検討していきたいと

思う。 
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写真１ スターリンエンジン模型 4種 

図 1 模型スターリングエンジンの組立図 
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